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榎の一里塚

日牟禮八幡宮

水口岡山城

佐和山城

寝物語の里

下坂本

●多羅尾代官所

江戸時代の城郭や陣屋（天保期になくなっていたものを含む）

街道の宿場

街道の立場、間の宿（宿場と宿場の間にある休憩所。宿泊は禁止。）

主要な村や特徴のある村など

絵図上や東海道名所図会などで名所とされている場所

主に江戸時代に活躍した著名人の生誕地など

寺神社
街道の分岐や道標的な場所
主な街道

高都合85万3095石3斗5合5勺9才
村数１,721箇村
天保9年戊戌5月

　と書いてあります。
1石は約150kgなので、米に換算して1838年にはおよ
そ12万8000トンの生産量がありました。ちなみに、
令和２年の滋賀県の米の収穫量は15万8300トン。
なお、江戸時代は村ごとに領主が異なり、各藩の領地
だけでなく、幕府直轄地（天領・旗本領など）や公家領、
寺領、諸藩（仙台藩、大和郡山藩、淀藩など）の飛び地
など、複雑に分かれていました。

※滋賀県教育委員会が平成5～18年にかけて実施した
　中近世古道調査報告書に基づいたルート
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村（村名と石高の記載）色付きの
国絵図の凡例

●川には、橋の長さや川幅（歩渡）の表記。
●琵琶湖には水上交通路として、主に大津への里程
●湖岸の港町には「船着」の表記。
●国境には、至る国名・村名とそこまでの距離及び国境の状況。

郡境黒い太い線
道（太い赤線は街道）赤い道

一里塚
街道を挟む形で
描かれる2つの黒点

…………………
…………………

………………………

………

【天保国絵図について】
江戸時代、幕府の命で、慶長・正保・元禄・天保の4回、全国規模で国ごとの絵図
等が作成されました。この「天保国絵図」は天保６（1835）年に作成が命じられ、
同9（1838）年に完成したもので、現在は国立公文書館が所蔵し、重要文化財
に指定されています（請求番号　特083-0001）。国立公文書館デジタルアー
カイブで、細部を確認することができます。
※原図のサイズは東西337cm×南北511cm。縮尺は、１里を６寸とする約21,600分の１。


